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守ろう「農地」作ろう「地域計画」

　一般財団法人自治総合センターでは、宝くじの社
会貢献広報事業として、コミュニティ活動に必要な
備品や集会施設の整備など活力ある地域づくりに対
して助成金を交付しています。
　令和６年度は、冬部自治会が180万円の助成金を
活用し、新設された冬部コミュニティセンターに椅
子やテーブルなどのほか、電化製品や音響設備など
を整備しました。
　これらの備品は地域の皆さんの福祉の向上と地域
コミュニティ活動の充実や強化に役立てられます。
問総務課☎ 65-8982

　法務局で農地の登記名義人を変
更する相続登記を行います。登記
について、毎月第３金曜日にくず
ま～るで行っている司法書士無料
相談会でも相談できます。
②農業委員会へ届出
　相続登記が完了したら、農業委
員会へ届け出てください。届出様
式は町ホームページからダウン
ロードできます。届出には相続し
たことを確認する登記簿謄本の写
しを添付してください。

　農地を相続した人は、農業委員会に届け出る
必要があります。農地を相続した場合の手続き
は次のとおりです。
①法務局で登記の名義変更

冬部自治会が新コミュニティセンターへ
宝くじ助成を活用し備品整備
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　盛土規制法に基づく規制区域指定に向けた
　パブリックコメント・地域説明会開催

　昨今の大雨や地震などの異常気象により、人為
的になされた盛土が崩落し人的・物的被害が生じ
るなどの災害が発生したことを受け、危険な盛土
などを規制する法改正が施行されました。
　県では、令和７年５月に県全域を規制区域に指
定し、盛土などを行う場合には許可などの手続き
が必要になります。
　円滑な制度運用開始に向け、規制区域案のパブ
リックコメントと地域説明会を開催します。

　９月17日から全国でハロウィンジャンボ宝くじ
の販売が開始されました。町内でも３施設で販売
しています。お近くの売り場でぜひご購入ください。
【町内販売施設】
・くずまき交流館プラトー　
・森のこだま館
・ふれあい宿舎グリーンテージ
問政策秘書課☎65-8981

　ハロウィンジャンボ宝くじ販売中
　町内施設でご購入ください

【パブリックコメント】
▶期間　10 月 28 日㈪
　　　　～ 11 月 27 日㈬
▶方法　メール、郵送、ファックス  
　　　　いずれかで提出 県ホームページ

【地域説明会】
▶日時　11 月７日㈭　18 時～
▶場所　県盛岡地区合同庁舎８階大会議室
問県県土整備部都市計画課☎ 019-629-5927

　町では環境にやさしいまちづくりを推進するた
め、新・省エネルギー設備の導入や集団資源回収
を行う場合に要する経費の一部をくずまき商品券
で助成しています。
▶拡充した対象設備と補助額
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令和６年３月に完成した冬部コミュニティセンター

　エコ・エネ補助金を活用して
　環境にやさしい暮らしを

　住宅用太陽光発電システム【拡充】
　10万円 /kW、上限 50万円

令和６年度から
拡充

　木質バイオマス熱利用設備【拡充】
　補助対象経費の1/2、上限 30万円

　ハイブリット自動車【継続】
　車両本体価格の1/10、上限５万円

　定置用蓄電池【新規】
　５万円／ kWh、上限 25万円

▶その他
　対象設備を令和６年４月以降に導入した人や導
入を検討している人はぜひご相談ください。
問農林環境エネルギー課☎ 65-8985

太陽光発電設備を設置㊧と自治会の規模に応じた大ホール

農地を相続したら農業委員会に届け出を

法務局
ホームページ

町ホームページ

　「ひと休み　急がば回れ　農作業
　　　　　　　ゆとり忘れず　安全管理」

　９月 15 日から 11 月 15 日は秋の農作業安
全月間です。秋の農繁期は、農業機械による
作業が増えるとともに、日没が早まることで
農作業事故の危険性が高くなる時期です。農
作業事故を防ぐために、次のことを心がけま
しょう。
▶夕暮れ時に農業機械で走行する際は、農業機
　械に低速車マークや夜光反射材を取り付ける。
▶農作業に出るときは家族に作業場所と帰宅
　時間を知らせ、携帯電話を持ち歩く。
▶�ほ場や路肩は事前に点検し、路肩が分かる

よう草を刈り、ポールを立てて路肩を明確
にするなど危険箇所の「見える化」を進める。

秋の農作業安全月間実施中

問農林環境エネルギー課☎ 65-8984
　農業委員会事務局☎ 65-8986


